平成28年度拡大編集委員会 議事録
　　  日　時　　平成28年9月23日（金）15：30〜16：30

　　　場　所　　パシフィコ横浜 会議センター5Ｆ 511号室　　　　　　　　　　　　

　　　出席者　　細萱茂実、盛田俊介、山舘周恒、横田浩充、阿部正樹、磯部和正、氏家真二、

　　　　　　　　大久保滋夫，長田　誠、萱場広之、栢森裕三、康　東天、中山智祥、南木　融、

　　　　　　　　春木宏介、菱沼　昭、藤巻慎一、三島清司、三橋知明　　 
 　　 欠席者　　石井潤一、村上正巳、池田勝義、石井良和、渭原　博、岡野芳幸、亀子光明、

　　　　　　　　澤部祐司、静　怜子、渋谷和俊、〆谷直人、杉浦哲朗、清宮正徳、千本松孝明、
                高木　康、竹越一博、長井　篤、永井正樹、野村文夫、舩渡忠男、松尾収二、
                松原朱實、宮下徹夫、行正信康、和田隆志
　　　議　題　 （1）会誌発行経過、進捗状況報告

　　　　　　　 （2）第23回論文賞選考経過報告
                (3) 利益相反(COI)自己申告書提出について

　　　　　　　 （4）ご意見、ご要望など

　　　　　　　 （5）その他
　　　　　　　
議　事　録

１．報告事項、

　　　定刻の15時30分、細萱茂実編集委員長が開会を宣し、続いて康 東天理事長がご挨拶され

　　　た。
　　  以下、細萱茂実編集委員長の司会のもと、議題に沿って進行した。

２．会誌発行経過、進捗状況報告

1 資料1に基づいて、「JJCLA」Vol.41-1〜Vol.41-5についての発行経過および発行予定について、資料ではVol.41-5の総説が「未定」になっているが、一昨日、石井良和先生から原稿が届いた旨の報告があった。

2 資料2の掲載論文の内訳（原著、技術論文などの本数）および資料3の査読結果の内訳に

　　　ついて説明、報告した。

③資料5の総説執筆一覧表に関連して、総説原稿が未だ届いていない先生に執筆の催促を促し

　た。事務局から執筆予定の先生とは連絡が取れており、42巻1〜3号については見通しがつ

　いている旨の説明があった。

３．第23回論文賞選考報告

　　　最初に、細萱茂実編集委員長からV0l.40-1〜Vol.40-5の論文について、採点にご協力頂い

　　た編集委員に感謝の言葉を述べ、以下の経過説明があった。

　　　編集委員の採点で高い点数を得た上位6編の論文の中から、編集幹事で再審査して、最終的　　

　　に下記２編を決定した経過（結果的に編集委員の採点で高い点数を得た2論文に決定した）に

　　ついて説明し、理事会の承認を頂いた旨の報告あり、了承された。

　　　また、山舘周恒先生から論文賞、優秀演題賞などの授与式への参加者が少ないので、これま
　　での会員総会の後ではない日程を検討する必要がある旨の発言があった。
　　 （1）「TRC法を用いた腹腔内洗浄液CEA MRNA定量検査の治療効果判定における有用性」                       　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（JJCLA Vol.40-No.5）
　　　　　　　　　　佐藤優実子（東京大学医学部附属病院 検査部）

　 　（2）「ゴンペルツ曲線を利用したプロトロンビン時間凝固プロファイル解析によるフィブリ
　　　　　 ノゲン量の推定」（JJCLA Vol.40-No.2）
　　　　　　　　　  髙木　豊（日本医科大学武蔵小杉病院 中央検査部）　

　

4. 利益相反(COI)自己申告書提出について

　 利益相反（COI）および自己申告書について、細萱茂実委員長から現時点での検討状況について

　 以下の説明、報告があった。

　 資料6は日本臨床検査医学会のものを、日本臨床検査自動化学会版としてリメークしたもの　　　

　 になっているが、これをたたき台にして、現在、理事会で検討されているので、結論が出次第、
   投稿規定の最後に附則としてとして入れる予定である。
5.ご意見、ご要望など
  以下の意見が出され､今後検討していくことにした。

　 (1)論文を投稿する場合、現在は紙で投稿するようになっているが、時間的にもPDFなど電子媒
　　　体にした方がよいのではないか。

 　(2)論文の投稿に際し施設の倫理委員会の承認を得ることを徹底する必要があるのではないか。

   (3)査読者は現在1名で行っているが、論文の質を高める為にも2名にしたらどうか。

　 (4)査読者は編集委員以外の外部の人にも依頼してはどうか。
７. その他　　

　　依頼原稿の内容について、読者から意見が寄せられたときの対応についての質問が出された。

　　康東天理事長は、「論文内容についての責任は、学会にではなく著者にあるので、著者にその

　　旨連絡するが､修正するかどうかは著者の判断となる」との見解を述べられた。　

　　今年、一昨年のシンポジウムの論文内容について、意見が寄せられたことがあり、著者が図版

　　の修正をし、「既報内容の訂正」として掲載された。

　　
    以　上                                                                               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

